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ふらの農業委員会だより 令 和 ８ 年 ６ 月 （2）

２
月
４
日
に
北
市
長
へ
「
富
良
野
市
農
業
・
農
村
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
は
農
政
部
会
及
び
農
政
対
策
特
別
委
員
会
を
中
心
に
議
論
を
重
ね
、「
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
」、「
農
業
・
農
村
環
境
整
備
の
推

進
に
つ
い
て
」、「
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
」
の
３
項
目
に
つ

い
て
現
場
か
ら
の
声
と
し
て
意
見
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

当
日
は
農
政
対
策
特
別
委
員
11
名
で
提
出
、
そ
の
後
市

農
林
課
職
員
も
交
え
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
捕
獲
数
の
増
加

に
よ
り
予
防
対
策
業
務
に
手
が
回
っ
て
い
な
い
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
増
員
と
巡
回
用
車
両
の
増
加
な
ど

を
要
望
、
シ
カ
被
害
対
策
で
は
鹿
柵
や
電
牧
の
設
置
や
維

持
管
理
に
つ
い
て
早
急
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
、
害
獣
の

個
体
数
を
減
ら
す
た
め
の
方
策
や
処
理
施
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
も
訴
え
て
い
ま
す
。

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
農
家
後
継
者
へ
の
対
策
・
支

援
の
検
討
、
学
生
研
修
生
を
増
や
す
取
り
組
み
の
充
実
な

ど
を
求
め
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
北
市
長
か
ら
、
「
昨
年
よ
り
内
容
の
グ
レ
ー
ド
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
、
富
良
野
市
の
農
業
が
少
し
で
も
発
展
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
」
と
言
葉
が
あ
り
、

今
後
の
市
の
政
策
支
援
に
つ
い
て
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　
　
　
　
　 

（
佐
々
木
雅
志
）

１
月
28
日
に

市

議

会

議

員

と

の

意

見

交

換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年

迄
は
、
市
議
会

の
ま
ち
づ
く
り

ト
ー
ク
と
し
て

行
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
農
業
委
員
会
が
主
体

と
な
り
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
農
業
に

と
っ
て
、
担
い
手
や
新
規
就
農
者
が
安

心
し
て
暮
ら
し
、
働
け
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
今
年
は

「
農
業
担
い
手
の
生
活
環
境
整
備
支
援

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
、
保
育
所
の
延
長
保
育
や
給
食

の
充
実
、
学
童
保
育
や
遊
び
場
の
確

保
な
ど
、
農

業
を
し
な
が

ら
子
育
て
を

す
る
人
達
の

悩
み
や
要
望

が
出
さ
れ
ま

し
た
。
特
に

延
長
保
育
や

冬
場
で
も
遊

べ
る
場
所
が

欲
し
い
と
い

う
声
が
印
象

的
で
し
た
。

次
に
生
活
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
に

つ
い
て
、
水
道

の
維
持
や
公
衆

ト
イ
レ
の
冬
季

利
用
、
道
路
や

側
溝
の
整
備
な

ど
、
農
村
部
な
ら
で
は
の
課
題
が
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
近
年
の
豪
雨
に
よ
る

側
溝
の
詰
ま
り
や
、
水
道
の
整
備
、
通

年
使
え
る
公
衆
ト
イ
レ
の
必
要
性
な
ど

現
場
で
の
困
り
ご
と
が
具
体
的
に
語
ら

れ
ま
し
た
。
公
共
交
通
対
策
で
は
、
バ

ス
の
運
行
時
刻
や
接
続
、
バ
ス
停
の
改

善
な
ど
、
地
域
住
民
の
移
動
の
利
便
性

向
上
が
求
め
ら
れ
、
夕
方
に
富
良
野
駅

へ
向
か
う
便
の
新
設
、
冬
場
の
バ
ス
停

環
境
の
改
善
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た

要
望
を
出
し
ま
し
た
。
又
、
空
き
家
問

題
な
ど
地
域
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

も
話
し
合
わ
れ
、
解
体
費
用
の
補
助
や

外
国
人
に
よ
る
宅
地
購
入
後
の
放
置
、

管
理
不
全
空
き
家
問
題
な
ど
、
地
域
の

安
全
や
景
観
維
持
の
為
に
行
政
と
連
携

し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
を
通

じ
て
、
農
業
の
担
い
手
が
安
心
し
て
暮

ら
し
、
働
け

る
環
境
を
整

え
る
事
が
、

地
域
農
業
の

持
続
的
な
発

展
に
不
可
欠

で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ま

し
た
。

（
仁
原
憲
和
）

市
議
会
と
意
見
交
換

市
長
へ
の
意
見
書
の
提
出
と
意
見
交
換

北海道新聞朝刊全 国 農 業 新 聞



ふらの農業委員会だより 令 和 ８ 年 ６ 月（3）

雪
降
る
12
月
10
日
、
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
に
て
地
区
別
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
等
研
修
会
が
開
か

れ
、
富
良
野
市
か
ら
は
委
員
16
名
と
事
務

局
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
農
業
会
議 

事
務
局
次
長
兼
農

政
・
業
務
担
当
部
長
の
佐
藤
匡
紀
氏
か

ら
、
食
糧
安
全
保
障
な
ど
農
業
情
勢
に

つ
い
て
の
講
義
に
始
ま
り
、
今
後
農
家

戸
数
が
４
年
後
に
半
減
し
、
15
年
先
に

は
１
／
４
に
な
る
と
い
う
予
測
を
踏
ま

え
、
ま
さ
に
今
が
正
念
場
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
田
政
策
の
見
直
し
や
食
料
シ
ス
テ

ム
法
に
つ
い
て
の
解
説
、
北
海
道
に
お
い

て
は
高
校
通
学
を
は
じ
め
生
活
基
盤
の

整
備
の
必
要
性
な
ど
に
お
い
て
熱
量
あ

る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
農
地
が
適
正
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
農
地
取
得
の
際
に
確
認
す
る
事
項
が

強
化
さ
れ
た
こ
と
や
、
農
業
用
施
設
を
農

地
に
建
て
る
際
の
手
続
き
に
特
例
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
法
改
正
に
つ
い

て
、
交
換
分
合
の
推
進
な
ど
話
題
は
詳
細

か
つ
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

や
住
所
氏
名
等
変
更
登
記
に
つ
い
て
は
、

過
料
の
罰
則
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
実

際
に
農
地
所
有
者
の
方
か
ら
不
安
の
お

声
も
あ
り
、
名
義
変
更
な
ど
の
ご
相
談
も

承
り
、
実
際
に
解
決
に
向
け
て
お
手
続
き

を
進
め
ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
不
明
点
の
あ
る
農
地
所
有
者
の
方
は
、

お
早
め
に
農
業
委
員
か
事
務
局
に
ご
相

談
し
て
下
さ
い
。

ほ
か
、
農
業
者
年
金
や
収
入
保
障
に
つ

い
て
の
解
説
、
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進

計
画
に
関
す
る
事
務
手
続
き
の
留
意
点

に
つ
い
て
も
、
詳
し
い
知
識
を
得
ま
し

た
。た

っ
た
半
日
の
研
修
と
は
い
え
内
容

が
広
く
複
雑
で
あ
ま
り
に
も
細
か
い
の

で
す
が
、
こ
の
機
会
を
踏
ま
え
て
、
守
る

べ
き
法
改
正
の
内
容
を
日
ご
ろ
よ
り
確

認
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
な
が
ら
、
引
き

続
き
地
域
農
業
の
持
続
発
展
を
目
指
し

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
上
田
桃
子
）

12
月
16
日
に
「
市
町
村
農
業
委
員
会
活

動
強
化
研
修
会
」
が
札
幌
市
の
第
二
水
産

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
「
農
地
転
用
許
可
制
度
と

そ
の
運
用
に
つ
い
て
〜
地
域
農
業
を
守

る
農
業
委
員
会
の
役
割
〜
」
と
題
し
た
農

業
を
守
る
法
律
や
計
画
な
ど
の
お
話
で

し
た
。
「
食
料
安
全
保
障
は
、
人
と
農
地

か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。事

例
報
告
で
は
「
営
農
型
太
陽
光
発
電

に
取
り
組
む
現
場
か
ら
〜
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
を
目
指
し
て
〜
」
と
題
し
、

千
葉
大
学
で
の
研
究
成
果
や
技
術
を
基

に
起
業
し
た
方
か
ら
、
農
地
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
、
そ
の
パ
ネ
ル
の
下
な
ど

で
さ
つ
ま
い
も
、
ナ
ス
、
レ
モ
ン
、
も
ち

米
な
ど
を
栽
培
す
る
化
学
燃
料
に
依
存

し
な
い
栽
培
に
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
農
業
体
験
も
人
気
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
生
産
が
お
ろ
そ
か
に

さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。
北

海
道
で
は
実
際
に
ど
う
な
の
か
と
思
い

ま
す
が
面
白
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

し
た
。

17
日
は
「
全
道
農
業
者
年
金
研
究
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

「
リ
タ
イ
ア
前
後
に
知
っ
て
お
き
た

い
お
金
の
話
」
と
題
し
、
金
融
経
済
教
育

推
進
機
構
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
久
保

田
氏
よ
り
、
豊
か
な
老
後
の
た
め
の
事
、

相
続
の
範
囲
や
順
番
の
事
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

「
農
業
者
年
金
を
め
ぐ
る
情
勢
と
加

入
推
進
に
つ
い
て
」
農
業
者
年
金
基
金
の

黒
田
理
事
長
よ
り
、
農
業
者
の
利
益
を
第

一
に
考
え
た
事
業
運
営
を
し
て
い
る
こ

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
富
良
野
市
は
道
内
市
町
村
の
農

業
者
年
金
新
規
加
入
者
が
多
い
方
だ
と

デ
ー
タ
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
、
沢
山
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
、
何
か
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（

岡
野
亜
紀
）

市
町
村
農
業
委
員
会
活
動
強
化

研
修
会	

【
12
／
16
】

２

全
道
農
業
者
年
金
研
究
会

	

【
12
／
17
】

３

地
区
別
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
等
研
修
会

	

【
12
／
10
】

１

活
動
報
告



ふらの農業委員会だより 令 和 ８ 年 ６ 月 （4）

１
月
14
日
、
旭
川
市
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
に
て
令
和
７
年
度
市
町
村
農
業
者

年
金
協
議
会
代
議
員
等
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
管
内
よ
り
多
数
の
農
業
委
員

が
参
加
さ
れ
、
事
務
局
で
あ
る
北
海
道
農

業
会
議
よ
り
以
下
に
つ
い
て
説
明
を
う
け

ま
し
た
。

①
農
業
者
年
金
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

②
新
制
度
の
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

③
そ
の
他

農
業
者
年
金
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
４
月
〜
11
月
の
北
海
道
に

お
け
る
新
規
加
入
者
数
は
３
５
４
人
で
前

年
度
同
期
よ
り
４
人
増
え
て
い
ま
す
。
全

国
で
も
１,
５
３
４
人
増
え
て
い
て
、
富

良
野
市
の
新
規
加
入
は
２
人
で
し
た
。

平
成
14
年
か
ら
積
立
方
式
と
な
っ
て
い

る
新
制
度
の
農
業
者
年
金
は
、
自
ら
が
積

み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
に
よ

り
年
金
額
が
決
ま
る
制
度
で
あ
る
た
め
財

政
的
に
安
定
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
も
な
る
こ

と
か
ら
、
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と

考
え
ま
す
。

近
年
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
将
来
の
生
活
を
支
え
る
年
金
制
度

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る

事
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
若
い
農
業
者

へ
の
加
入
促
進
や
制
度
の
理
解
を
取
り
組

む
必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

（
安
井
伸
一
）

２
月
６
日
、
令
和
７
年
度
富
良
野
沿
線

農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会
研
修
会
が
ハ
イ

ラ
ン
ド
ふ
ら
の
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
協
議
会
は
、
上
富
良
野
町
、
中
富

良
野
町
、
南
富
良
野
町
、
占
冠
村
、
富
良

野
市
の
5

市
町
村
の
農
業
委
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

講
師
に
は
、
北
海
道
農
業
会
議 

事
務

局
次
長
兼
農
政
・
業
務
担
当
部
長
の
佐
藤

匡
紀
氏
を
お
招
き
し
、「
最
新
の
農
業
情

勢
と
地
域
計
画
等
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、

①
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
と
食
料

安
全
保
障

②
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
の
実
施
に
向

け
た
緊
急
決
議

③
食
料
シ
ス
テ
ム
法

④
コ
メ
政
策

の
４
つ
の
題
材
に
つ
い
て
、
時
系
列
に

基
づ
き
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
制

度
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
適
用
期
限
の
延

長
や
対
象
農
用
地
の
範
囲
の
変
更
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
準
備
金
を
活
用
し
て

農
用
地
を
取
得
す
る
場
合
、
地
域
計
画
の

区
域
内
に
お
い
て
、
準
備
金
活
用
者
は
将

来
の
取
得
予
定
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
地
域
計
画

が
変
更
と
な
る
場
合
、
手
続
き
に
期
間
を

要
す
る
た
め
注
意
が
必
要
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

本
研
修
で
は
最
新
の
農
業
政
策
や
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

特
に
準
備
金
制
度
の
活
用
に
は
地
域
計
画

と
の
関
係
や
手
続
き
期
間
を
踏
ま
え
、
早

め
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（

長
澤
勝
之
）

富
良
野
沿
線
農
業
委
員
会
連
絡

協
議
会
研
修
会	

【
2
／
6
】

５

市
町
村
年
金
代
議
員
研
修
会

（
旭
川
）

	

【
1
／
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　現況届は、現在農業者年金を受給されている方が、引続き年金を受給する資格があるかどうかを

確認するため、 毎年１回必ず提出しなければならない大切な届出です。

⃝氏名は自署してください。（押印不要）

⃝代理の方が記入される場合、「受給権者の欄」及び「代理人の欄」もご記入ください。

⃝記入を間違った場合➡二本線を引き、余白に書き直してください。（訂正印は不要）

⃝住所を変更した場合➡住所変更の手続きをふらの農協で行ってください。

⃝受給権者の方がお亡くなりになっている場合➡現況届の提出は不要です。ご遺族の方が死亡届等

の手続きをふらの農協で行ってください。

農業者年金の「現況届」を忘れずに !

▶︎ 提出期限： 6月30日（火）まで

▶︎ 提 出 先 ： 富良野市複合庁舎 １階 総合窓口
　　　　　　　  3階 農業委員会事務局、 山部支所、 東山支所

現況届が期限内に提出されないときは、 11月の支払いから提

出されるまでの間、年金の支払いが差し止められますのでご

注意ください。
！

　農業委員の任期は３年間で来年３月31日
までとなります。今年度は改選期となります
ので、皆様のご協力をお願い致します。

【改選スケジュール】

令和8年11月	 広報、ホームページ掲載
令和8年11月中旬〜12月中旬　募集
令和9年 １月	 候補者選考委員会
令和9年 ３月	 議会同意
令和9年 ４月	 任命

農業委員、改選に向けた農業委員、改選に向けた
手続きが始まります手続きが始まります
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摘果メロンで炸
ジャージャーめん

醤麺風

１． 豚ひき肉に醤油、 みりん、 みそ、

お好みで豆板醤を合わせておく

２． 鶏卵サイズくらいの摘果メロンの皮を剥き、 千切りにする

　　 掛けだれのニンニク醤油を合わせる

３． 大鍋に湯を沸かし、 麺をゆでて冷水で締めたのち水を切り、 軽

くごま油をまぶし、 皿に盛る

４． 鍋にサラダ油を熱し、 中〜弱火でみじん切りのしょうが、 ねぎ、

花椒を炒めてやや焦げ目が付くまで香りを出す

５． 味付けした豚ひき肉を入れて色が変わるまで炒める

６． 水溶き片栗粉を鍋肌に回しかけ、 とろみを付ける

７． 肉味噌あんと摘果メロンの千切りを麺にのせて出来上がり

お好みでニンニク醤油をかけ、 味変しながらお召し上がりください

のやさいレシピ旬

作り方

令和 8 年度　富良野市農業委員会総会　開催予定日

委員会議案提出期限 農業委員会総会

令和８年　６月　９日（火） 第677回農業委員会総会 令和８年　６月１９日（金）  14：00〜

令和８年　７月１０日（金） 第678回農業委員会総会 令和８年　７月２３日（木）  14：00〜

令和８年　８月１０日（月） 第679回農業委員会総会 令和８年　８月２１日（金）  14：00〜

令和８年　９月１０日（木） 第680回農業委員会総会 令和８年　９月２５日（金）  14：00〜

令和８年１０月　９日（金） 第681回農業委員会総会 令和８年１０月２２日（木）  14：00〜

令和８年１１月１０日（火） 第682回農業委員会総会 令和８年１１月２０日（金）  14：00〜

令和８年１２月　９日（水） 第683回農業委員会総会 令和８年１２月１８日（金）  15：30〜

令和９年　１月１２日（火） 第684回農業委員会総会 令和９年　１月２２日（金）  15：30〜

令和９年　２月　８日（月） 第685回農業委員会総会 令和９年　２月１９日（金）  14：00〜

令和９年　３月　９日（火） 第686回農業委員会総会 令和９年　３月１９日（金）  14：00〜

※総会日程は変更となる場合があります

さっぱりと張りのある摘果メロンと、あまじょっぱい肉味

噌を絡めながら頂く、 薬膳レシピにヒントを得た夏らし

い一品です。 元気の欲しいランチにいかがでしょうか。

⃝豚ひき肉……………………… 100g

⃝しょうゆ・みそ…………… 各大さじ1

⃝みりん……………………… 大さじ2

⃝豆板醤…………………… 小さじ1

　　（無くてもよい、辛いのでお好みで）

⃝油………………… 適量〜やや多め

⃝しょうがみじん切り… …… 小さじ1

⃝ねぎみじん切り………………15㎝分

⃝花椒粉末……………………… 少々

⃝水溶き片栗粉（水120cc+片栗粉大さじ1）

⃝摘果メロンの千切り………… 150g

⃝冷やしラーメンまたはひやむぎ

　　　　　… …………………2人分200g

【掛けだれ（ニンニク醤油】

⃝醤油……………………… 大さじ１

⃝すりおろしにんにく… … ひとかけ分

⃝お好みでパクチーのみじん切り少々

材料（2人分）


